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ＶｏＩＰの仕組みと定義について（１）ＶｏＩＰの仕組みと定義について（１）

１．ＶｏＩＰの仕組み
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ＶｏＩＰの仕組みと定義について（２）ＶｏＩＰの仕組みと定義について（２）
２．ＩＰ電話／インターネット電話の定義
　　ＩＰ電話の定義[ＩＴＵ第3回世界電気通信政策フォーラム(平成13年3月より）]
　　･ＩＰ電話………………パケット交換のＩＰベースのネットワークを用いて、音声、
　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸその他関連するサービスの伝送を行うもの｡
　　・インターネット電話…伝送ネットワークの一部または全部に公衆インターネット　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　を用いたＩＰ電話のこと。

（資料：ＩＰＮＷ研究会報告資料より）



ＶｏＩＰのビジネスモデルについてＶｏＩＰのビジネスモデルについて(1)(1)
（企業内におけるＩＰ電話サービスのモデル)）

（資料：ＩＰＮＷ研究会報告資料より）



ＶｏＩＰのビジネスモデルについてＶｏＩＰのビジネスモデルについて(2)(2)
(ブロードバンド回線によるＩＰ電話サービスのモデル)

（資料：ＩＰＮＷ研究会報告資料より）



ＶｏＩＰの現状と今後の展望についてＶｏＩＰの現状と今後の展望について

（資料：ＩＰＮＷ研究会報告資料より）

既存の電話網を利用した電話から既存の電話網を利用した電話からIPIP網を利用した電話へ移行網を利用した電話へ移行

1．インターネット利用人口の拡大
2．常時接続サービス、定額料金サービスの普及
3．アクセス形態の多様化･ブロードバンド化
4．アプリケーションの多様化



ＶｏＩＰ普及への課題についてＶｏＩＰ普及への課題について

１．ＩＰＮＷ研究会報告書に記載されている課題１．ＩＰＮＷ研究会報告書に記載されている課題
　　①ＩＰネットワーク技術に関する標準化の推進
　②相互接続の推進
　③セキュリティ対策等
　④緊急通信･重要通信の確保
　⑤ＩＰｖ６の導入に向けた対応

２．ＶｏＩＰ推進協議会会員から提案があった課題２．ＶｏＩＰ推進協議会会員から提案があった課題
　　①携帯電話との相互接続
　②ＩＰ電話の制度上の定義(①ユニバーサルサービスとの係り)
　③既存電話網との接続ルール（接続条件と接続の在り方）
　④ＶｏＩＰ事業者間の接続ルール（接続条件と接続の在り方）



ＶｏＩＰ協議会の活動についてＶｏＩＰ協議会の活動について

品質ＷＧ
　事業者の観点から品質に関する課題の検討

ＶｏＩＰ推進協議会ＶｏＩＰ推進協議会
（現在112社登録）

相互接続ＷＧ
　相互接続による技術的課題と解決策の検討

番号ＷＧ
　標準活動への意見･要望の反映

制度ＷＧ
　現行制度の課題の抽出と対応策の検討

内訳
　二種事業者　　　約４０％
　一種事業者　　　約１０％
　ハードメーカ　　 約２０％
　ソフトメーカ　　　約３０％



ＶｏＩＰの普及に向けた要望についてＶｏＩＰの普及に向けた要望について

１．税制面からの期待１．税制面からの期待
　①ＩＰ関連機器に対する法定耐用年数の短縮
　②IP関連機器を導入した企業への固定資産税の軽減

２．制度面からの期待２．制度面からの期待
　①ＶｏＩＰサービスと役務区分との関係の明確化　
　②事業者間の相互接続ルールの確立
　③番号に関して１種、２種事業者の事業区分の諸規定に関して同等

３．競争環境条件面からの期待３．競争環境条件面からの期待
　①相互接続用試験網の整備
　②事業者間精算方式の整備
　③ＩＰ電話端末のプロトコルの標準化

４．普及支援面からの期待４．普及支援面からの期待
　①ＩＰ電話発信→携帯電話端末への着信
　②相互接続協定の円滑かつ迅速な締結環境の整備
　③分かりやすい品質表示方法



中間報告書草案に対するテレサ協の意見について中間報告書草案に対するテレサ協の意見について

第４章　　電気通信事業における競争の枠組みの在り方第４章　　電気通信事業における競争の枠組みの在り方

　４－２　　　　具体的な検討の方向性
　４－２－１　　一種事業及び二種事業の適用範囲の見直し（草案Ｐ．４８～４９）

　　　　⑦ではＶｏＩＰサービスを行う、ＩＳＰ等一般二種事業者を特別第二種事業者に位　
　　　置付ける方向での検討が必要、との考え方が示されておりますが、この点につ　
　　　いては、以下の点を踏まえ検討頂きたく格別のご配慮をお願い申し上げます｡

テレサ協の意見テレサ協の意見
　　　

ア．ＶｏＩＰサービスを行う事業者を特別二種事業者とすることについては、一般二
　　種事業者がＶｏＩＰサービスメニューを加えるためには特別二種の登録が必要と
　　なるなど、規制の強化となり不適当と考えます｡
　　　

イ．また、ＶｏＩＰサービスの形態については、ＰＣ対ＰＣによるものやＩＰネット網を活
　　用するものなどがあり、ＰＣ対ＰＣのように音声のＩＰパケット化等がエンドユー
　　ザの端末で行われるものについても、音声サービスとしてとらえることについて
　　は、不適当と考えられ、利用する端末の形態で、規制をかける必要がないもの
　　を明確にすべきと考えます｡


